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海底地震計を用いた九州西方海域（沖縄トラフ北端）における微小地震観測

Microearthquake seismicity and focal mechanisms of the west off Kyushu, Japan, derived
from Ocean Bottom Seismometer data
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九州西方海域（鹿児島県甑島の西約 50kmの海域）は，九州－琉球弧の背弧海盆である沖縄トラフの北端に位置し，上
部地殻の伸張を伴う初期リフティング期にあると考えられている．この領域では，過去に M6クラスの地震や M5クラ
スの地震を最大とする群発地震が発生していることなどから，地震活動は活発であると考えられている．しかし，陸上
の定常地震観測網からは距離が離れており，陸域に比べ詳細な地震活動の特徴がはっきりしていない．
　そこで本研究では，14台の自己浮上式海底地震計（OBS）を同海域に設置し，微小地震観測を行った．観測期間は

2007年 4月 25日～7月 9日の 75日間で，OBSの設置・回収には長崎大学水産学部練習船「長崎丸」（842総トン）の
協力を得た．観測に使用した OBSは 3成分（1Hzもしくは 4.5Hz）のセンサーを用い，16bitもしくは 20bitの分解能で
AD 変換され，64Hz，128Hz，200Hzのいずれかのサンプリング周波数で連続収録した．
　解析の結果，1500以上のイベントを検出し，そのうち約 1000個ほどのイベントの震源が決定できた．また，初動

発震機構解も 22個決定できた．震源のほとんどはトラフの中央部付近の深さ 6～12kmに集中している．同海域で行わ
れた海中発破による人工地震探査 (Nakahigashi et al., 2004)の結果と照らし合わせると，これらの地震は上部地殻内もし
くは下部地殻との境界付近で発生している．また，時系列で見ると，定常的な活動をするグループと突発的に短期間で
活動するグループがあり，特にトラフ中央部では異なる活動をするグループが隣り合っており興味深い．さらに，ブー
ゲー異常分布との相関もよい．発震機構解は多くが横ずれ成分が卓越する解となったが，一部で正断層が卓越する解も
あった．張力軸の分布からは九州南西部の広域応力場の特徴とほとんど変わらないことから，同海域もその一部である
と考えられ，トラフ拡大が起こっているという明らかな証拠は得られなかった．ただし，正断層型の地震が突発的な活
動をするグループ内に多く認められたことは，トラフ拡大に関連する現象を表しているのかもしれない．
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